
八千代市はどうなっているのか？
　八千代市は、ホームページで「リチウムイオン電池をごみとして捨てないで」という見
出しで、「八千代市はリチウムイオン電池などの充電式電池を処理することが出来ない」
という理由で、販売店等に引き取りを依頼したり、充電式電池の回収を行っている「再
くるくん協力店」などで適正に処理するように案内しています。
　しかし、実際にはハンディファンのようなバッテリーが内蔵された家電等は、「再くる
くん協力店で引き取
ってもらえない」とい
う声も届いています。

リチウムイオン電池による火災の問題
　全国では、スマートフォンやモバイルバッテリーなどに使われるリチウムイオン電池
による火災によって、ごみ処理施設やごみ収集車が損傷して使えなくなる問題などが相
次いで発生しています。
　このことを受けて環境省は、家庭から出される全てのリチウムイオン電池の回収体制
を構築するように、全国の自治体に要請しています。

八千代市は、わかりやすく周知するべき
　八千代市は、今年４月に環境省から「市町村におけるリチウム蓄電池等の適正処理に関
する方針と対策について」の通知を受けて、「可能な限り早期に収集できるように検討を
進めているところ」としています。
　日本共産党は、八千代市にたいして「ホームページや広報を通して、燃えないゴミで
収集しているという事と、清掃センターで分解と分別を行っている」と周知するとともに、
市民に寄り添った対応を求めました。

「ハンディファンは不燃ごみ」として収集
　このような中で、日本共産党のもとには、「ハンディファンの捨て方がわから
ない」という声が届いていることから、６月定例議会の一般質問で処理方法に
ついて確認しました。
　市は、「充電式ハンディファンは不燃ごみとして収集し、リチウム蓄電池等
を使用した製品は、清掃センターで分解・分別を行い、専門業者に回収の依頼
などを行っている」と答えています。
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八千代市のハンディファン廃棄方法は？

●参考：八千代市ホームページ
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